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一 般 質 問 通 告 一 覧 
（平成２９年１２月定例会） 

順番 質 問 者 氏 名 質    問    内    容 答 弁 者 時 間 

１ ２０番 

石井 直彦 議員 

 ※一問一答 

１ 市長の政治姿勢 

①鴻巣行田北本環境資源組合の温水プール・温泉などの付帯

設備建設について 

②消防長のパワハラと行田市職員の懲戒処分に関する基準

について 

③行田市総合教育会議 

④平成２９年度全国学力・学習状況調査結果の分析と少人数

学級の関連 

特に行田市の小学校は基礎的分野において、国語Ａの読

む・聞く・話す、活用区分の算数Ｂは４区分全部、これらに

ついて、埼玉県、全国との比較・検討・対策について 

市長 

教育長 

担当部長 

６０分 

２  ８番 

柴﨑 登美夫 議員 

 ※一問一答 

１ 観光行政 

①さきたま火祭りについて 

２ 道路行政 

①自転車通行帯について 

市長 

担当部長 

４０分 

３ ２１番 

大河原 梅夫 議員 

 ※総括 

１ 観光行政について 

①「観光立国推進基本計画」と行田市の取り組みについて 

２ 災害対策（文化財） 

①行田市の文化財等を災害から守る取り組みについて 

市長 

担当部長 

４５分 

４  ３番 

細谷 美恵子 議員 

 ※一問一答 

１ 総合的一体的な行政運営のリーダーシップについて 

①総合的な教育行政の推進 

②デマンドタクシーなど、高齢化社会を見すえた市内交通網

のあり方 

③農地の集積 

市長 

教育長 

担当部長 

６０分 

５  １番 

加藤 誠一 議員 

 ※一問一答 

１ 未来を育む教育環境について 

①弱視および難聴の児童・生徒を取り巻く教育環境について 

２ 市民の健康づくりについて 

①市民の歯科口腔保健推進について 

担当部長 ４０分 

６ １２番 

斉藤 博美 議員 

 ※一問一答 

１ 鴻巣行田北本３市のごみ広域化 

①鴻巣市の建設予定地について 

②広域化の問題点 

２ 保育行政 

①待機児童について 

②入所の基準について 

担当部長 ６０分 

７  ４番 

江川 直一 議員 

 ※一問一答 

１ 台風２１号による被害状況と、災害対策・支援について 

①雨量と被害状況について 

②がんがら落に関係する対策について 

③長野落に関係する対策について 

④武蔵水路の改修工事に伴う水門について 

⑤農業被害対応について 

（次ページに続く） 

担当部長 ６０分 
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順番 質 問 者 氏 名 質    問    内    容 答 弁 者 時 間 

  ⑥災害廃棄物処理計画について 

⑦災害対策において降雨量等の想定は 

⑧今後の災害対策について 

２ 大規模災害地への支援について 

①災害発生地への支援の考え方 

  

８ １９番 

三宅 盾子 議員 

 ※一問一答 

１ 処遇の改善 

①臨時職員の最低賃金引き上げ 

②学童保育従事者の通勤手当支給 

２ ＪＲ行田駅前駐輪場 

①建設計画と、その後の状況 

②水路構造上の強度調査 

３ 公務災害問題 

①事実確認 

②職場改善への市の認識 

４ ごみ広域化問題 

①ごみ減量化と施設整備 

②土地（鴻巣市安養寺）の問題 

③新施設の総額 

④本市「小針予定地」でのごみ処理 

市長 

担当部長 

６０分 

９  ９番 

野本 翔平 議員 

 ※一問一答 

１ 多様な主体による協働のまちづくりについて 

①多様な主体による協働のまちづくりは進展しているか 

②行政提案型の協働について 

担当部長 ４０分 

１０ １５番 

野口 啓造 議員 

 ※一問一答 

１ 人口減少対策について 

①効果、実績 

②現状 

③今後の見通し 

④公共移転に伴う人口流出について 

⑤下水道と排水路 

⑥建築確認 

⑦空き家対策 

２ 利根川での水害対策と防災拠点としての川の駅について 

①前回の答弁から１年 

市長 

担当部長 

５０分 

１１ ２２番 

大久保 忠 議員 

 ※一問一答 

１ 市長の政治姿勢 

①旧忍町信用組合 

②市民の暮らしを守ることについて 

③子ども医療費 

市長 

担当部長 

６０分 

１２  ６番 

新井 教弘 議員 

 ※一問一答 

１ 観光行政について 

①来市された観光客、また市民へのおもてなし 

担当部長 ３０分 

１３ １０番 

高橋 弘行 議員 

※一問一答 

１ （市長の政治姿勢） 

以下の事を基本に、行田市コミュニティセンターと水城公

園、旧忍町信用組合店舗建設を聞きます。※市長の目的は市

民を幸せにする事。 

（次ページに続く） 

市長 

教育長 

担当部長 

６０分 
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順番 質 問 者 氏 名 質    問    内    容 答 弁 者 時 間 

  ※税金の「ムダ」とは、市民が必要としないモノを市長が

必要とする事。 

※市長の「驕り」とは、市民の声を無視する事。 

①行田市コミュニティセンター利用について、私が９月一般

質問しました。その後、変化はありますか。 

②約１億３，０００万円、市民の税金で、市長は水城公園の

真ん中に旧忍町信用組合店舗を建築。市政の主役である市民

は、私達の税金で建てるこの建物が「真に私達市民の幸せを

もたらす建物なのか。」「本当はムダな建物ではないのか。」

「なぜ水城公園でカフェの店舗を造り、賑わいを創らなけれ

ばならないのか。」今、市民は「このお金の使い方がおかし

い」と、この建物に不信を抱いています。市民の不信に答え

るのは市長の責務。市長は自ら分かりやすく丁寧な説明をし

て下さい。市長が所有者より、この建屋の材木等、寄付を望

まなければ、税金１億３，０００万円を使う事は生じなかっ

た。 

しかし市長は多額の税金を使う事を承知して、建屋の材木

等の寄付を受ける。受ける事が市民の幸せにつながると信じ

たのは何か。その理由を、具体的に分かりやすく市民に説明

して下さい。 

③旧忍町信用組合店舗移築に関し市長が文化財の指定を行

田市文化財保護審議会に委ねなければ、その後の事業費１億

３，０００万円の税金支出は発生しなかった。 

行田市文化財保護審議会が文化財指定すると、多額の税金

で事業が進む事になる。この税金を負担するのは市民。しか

しこの時、市長は市民から意見を聞かず、且つ、議会に経過

等も含め意見を聞かないで、行田市文化財保護審議会に文化

財指定を委ね、市の文化財指定を受けた。 

今年、平成２９年２月市長は、突然、平成２８年度３月補

正として水城公園移築の議案を提出。一般には市民、議会の

意見求める事を無視して行う事を「驕り」と言うが、市民、

議会を無視してまで事業化を決定した理由は何なのか、市民

及び議会に対し分かりやすく説明してください。 

④旧忍町信用組合店舗移築に関し建築設計等を１，６８０万

円で、ものつくり大学・横山研究室に随意契約したが、桶川

市では議会審議で横山研究室に疑念の質疑・質問等が出てい

る。桶川市議会における疑念等を行田市は調査した上で契約

したのか。 

⑤旧忍町信用組合店舗移築に関し金庫は処分するとの答弁

があったが今、どうなっているのか。 

⑥旧忍町信用組合店舗移築に関し建築工事費を９，２８８万

円で名古屋市の業者、魚津社寺工務店と契約したが、契約方

法に瑕疵は無いか。 

（次ページに続く） 
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順番 質 問 者 氏 名 質    問    内    容 答 弁 者 時 間 

  ⑦旧忍町信用組合店舗移築に関し周辺整備等を全て含め、事

業完成までの総事業費はいくらか。 

⑧旧忍町信用組合店舗移築に関し移築場所を水城公園にし

たが、水城公園東側園地再整備基本計画に無い。市長が行政

手続きを歪めて決定したのか。 

⑨旧忍町信用組合店舗移築に関し水城公園は町の中心に位

置し、市民が長い期間、大切にしてきた静かな憩いと癒しの

空間。水城公園は行田市民の誇りです。市長は市民、議会に

説明もなく突然、公園の真ん中に旧忍町信用組合店舗の建築

を決めた。公園の景観に大きなマイナスです。風の音、花の

香、静寂の樹木等、一度壊した公園は元には戻せません。 

市民は誰も水城公園にカフェの賑わいなど望んでいませ

ん。市民は水城公園には何も造らず、このままの静かな公園

が一番良いと望んでいます。 

市長は市民のこの声を無視して、なぜこの事業を行うの

か。行政の主役である市民に、分かりやすく丁寧に納得でき

るよう説明してください。 

⑩旧忍町信用組合店舗移築に関し官業は民業の補完です。市

民がほしいと望む事業で、民間では運営が成り立たない市民

サービスを補うのが行政です。今、カフェは市内で市民が自

己資金又は金融機関等の借金で開店し努力の経営をしてい

ます。今回のカフェは建築費用、エレベーター、床・壁等の

内装費、エアコン、上下水道設備、電気設備、厨房設備、店

のテーブル椅子等、全て市民の税金で設置。 

今、市民は年金収入が乏しく、又、給食費もままならない

生活困窮の子供達等、苦しい生活の中、税金を納めています。 

この血税を使い施設整備費を負担することは、市民を蔑ろ

にした、不公平感の増幅と官による民業の圧迫たるもので

す。 

又、市長は開店から３年間この施設に要する費用の全額を

税金で負担します。これと同じ建物を民間で借りて営業した

場合の試算では、家賃、水道光熱費、人件費、福利厚生費、

備品消耗品費、減価償却費、諸経費等の経費は少なくても、

１年で１，５００万円は必要です。３年で４，５００万円。

３年で採算取れなければ１０年で１億５，０００万円の税金

負担です。このお金も市民皆さんの税金です。人口減少対策

にはならない事業。 

市長は、これらの事を全て承知の上でカフェの開店をしま

す。そこまで税金を使って行うこの事業は、市民がどのよう

な幸せにつながるのか、市長は市民に分かりやすく丁寧に説

明をお願いします。 

  

１４ １１番 

二本柳妃佐子 議員 

 ※一問一答 

１ 福祉相談窓口体制の充実について 

①福祉コンシェルジュ（福祉制度案内人）について 

（次ページに続く） 

担当部長 ６０分 
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順番 質 問 者 氏 名 質    問    内    容 答 弁 者 時 間 

  ２ 子どもの交通安全対策 

①７才児の交通事故防止について 

  

１５  ７番 

梁瀬 里司 議員 

 ※一問一答 

１ 緊急対応 

①外来生物クビアカツヤカミキリへの対策 

②危険生物への対応 

（セアカゴケグモ、マダニ、ヒアリ、スズメバチ、ヤマカ

ガシ、カミツキガメ等） 

２ 教育行政 

①学力向上 

②学校の統廃合 

③小中一貫教育 

④教育費 

⑤学校応援団、おやじの会等ボランティアの協力 

⑥手話の普及 

３ ドローン（無人航空機）の活用 

①災害時への活用 

②職員によるドローン飛行隊（仮称）の設立 

③平常業務での活用 

④競技大会やイベント等の開催 

４ 各種施策 

①行田在来青大豆について 

②ＴＢＳドラマ陸王の効果等 

③足袋の自動販売機の設置等 

担当部長 ６０分 

１６  ２番 

吉野  修 議員 

※一問一答 

１ 監査結果等の公表について 

２ 監査制度の充実強化等について 

３ 体育館の床板の剥離による負傷事故の防止について 

担当部長 

代表監査委員 

４０分 

 


